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地域を支える多職種協働

※都合により誌面が変更される場合がございます。

長崎大学医学部には“ポンぺの医戒”という校是がある。ちなみにポンぺ（Pompe van 
Meerdervoort）はシーボルト（Philipp Franz B.von Siebold）が国外追放（シーボ

ルト事件）されて 28 年後の 1857 年，オランダ海軍軍医として 28 歳で来日，当時の将軍
お目見え医師であった松本良順と共に長崎で医学校を開き，近代医学教育を行った（開校
した 1857 年 11 月 12 日は長崎大学医学部創立記念日となっている）。このため，彼は長崎
大学医学部の創立者とされている。
　その“ポンぺの医戒”には「医師は自らの天職をよく承知していなければならぬ。ひと
たびこの職務を選んだ以上，もはや医師は自分自身のものではなく，病める人のものであ
る。もしもそれを好まぬなら，他の職業を選ぶがよい」と記されている。しかし，医療の
進歩か，時代の変化のためであろうか。最近，厚生労働省では「医師の働き方改革に関す
る検討会」が始まった。内容は　①　医師に対する時間外労働規制のあり方，②　医師の勤務
環境改善策などがテーマとなっている。また昨今，“医師も労働基準法の対象となる労働者
である”という観点から，東京のいくつかの病院は労働基準監督署から時間外労働に対す
る監督指導を受けたと報じられている。確かに，長時間労働の改善は重要である。過労死
などは絶対にあってはならない。しかし，医師の崇高な責任性と，時には自己犠牲をも顧
みない責務を持つ高い専門的職業意識，それらに基づく自己研鑽に費やす時間・エネル
ギーをどう評価していくのだろうか。まさに“ポンぺの医戒”をどのようにとらえていく
べきかが問われている。
　医師不足・勤務医の高齢化に悩みながら必死で地域を支えている地方の医療機関はこれ
からどうなるのだろうか。地方では地域医療構想実現という波が押し寄せはじめ，種々物
議（公立・公的病院と民間病院の役割など）をかもしている。そして 2018 年からは新専
門医制度が始まる。さらに医師の働き方改革である。これらはますます“医師の偏在をあ
おるであろう。そして財政問題に加わることで大津波となって地方を襲い，混乱を起こし，
ついには医療崩壊につながっていくのではないだろうか”。唯一の望みは「医療従事者の需
給に関する検討会　医師需給分科会」での医師の偏在に対する対策がどのようにまとめら
れるかである。“ポンぺの医戒”！。こればかりは，ぜひとも世界遺産化してほしくない大
切な教えと考える。
 編集委員　栗原正紀
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